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岡山晴れ晴れDOTS手帳と薬剤師介入の効果
─ 患者アンケート調査に基づく検討 ─

佐藤　可奈　　菅　　直恵　　有澤　礼子　　赤木　晋介
徳田　衡紀　　高栁　和伸　　　　　　　　　　　　　　

背景と目的

　本邦の結核罹患率は減少傾向にあり，2021年ついに結
核低蔓延国入り1)を果たした。その背景には厚生労働省
が結核の再発および薬剤耐性菌の出現防止を目指し，結
核治療完遂を徹底することを示した2004年の「日本版
21世紀型DOTS（directly observed treatment, short course : 

直接服薬確認療法）戦略」2)，2011年 5月の「結核に関す
る特定感染症予防指針」3)の改定などさまざまな戦略の
成果がある。WHOにより提唱されたDOTS戦略は脱落
防止および確実な治療成功に向けた包括的結核対策であ
り，導入以降その有効性が報告されている4)。「結核に関
する特定感染症予防指針」の改定ではDOTSに関し，保
健所，医療機関，社会福祉施設，薬局等が協力し，地域
連携体制を強化することが強く求められ，結核専門医療
機関だけでなく地域医療機関全体でDOTSに取り組む必
要性が示された 3)。

　岡山県では，2013年 4月より「岡山晴れ晴れDOTS手
帳」の導入を開始し，地域DOTSを推進することで，患
者の治療完遂率の向上を図っている。結核病棟を有しな
い当院でも，外来における活動性結核および潜在性結核
感染症（latent tuberculosis infection: LTBI）患者に対する
服薬支援を開始した。服薬指導の標準化5) 6)の実施により，
当院では薬剤師が主体的にDOTS手帳の運用および服薬
支援を行うことができている。本邦では保健師・看護師
のDOTS介入効果は多く報告されており7)～9)，DOTS運用
における柱となっている。一方，薬剤師介入効果および
影響については，十分に検討されていない10)。Iskandarら
は，臨床での薬剤師による服薬指導や副作用モニタリン
グは結核治療に一定の効果があったと報告している11)。
そこで，本研究では，外来結核患者にアンケート調査を
実施し，DOTS手帳および薬剤師介入効果を検討した。
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公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構 倉敷中央病院薬剤部 連絡先 ： 佐藤可奈，公益財団法人大原中央医療機構 倉敷中央
病院薬剤部，〒710-8602 岡山県倉敷市美和1-1-1
 （E-mail: ks13324@kchnet.or.jp）
 （Received 21 Sep. 2023/Accepted 30 Dec. 2023）

要旨：〔目的・方法〕岡山県では2013年 4月より地域連携強化および結核治療完遂率向上を目的に「岡
山晴れ晴れDOTS手帳」を導入した。当院の薬剤師も外来結核患者のDOTSに主体的に介入している。
DOTSにおける薬剤師介入は，海外では結核治療に一定の効果があると報告されているが，本邦では
保健師・看護師のDOTS介入効果に比べ，報告が少ない。本研究では，外来結核患者にアンケート調
査を実施し，DOTS手帳および薬剤師介入の効果を評価した。〔結果〕89%がDOTS手帳は服薬継続に
役立つと回答した。また，94%が薬剤師介入により服薬継続の大切さの理解が深まった，85%が副作
用を報告することの重要性の理解が深まったと回答しており，薬剤師介入は患者の服薬アドヒアラン
スや治療に対する理解の向上に役立つことが分かった。さらに，患者は体調不良や薬に対する不安を
医師の次に薬剤師に多く相談していることから，薬剤師外来は副作用発現時の相談窓口の役割を担っ
ていることが示唆された。〔結論〕DOTSにおける薬剤師介入は，服薬中断のリスクを回避し，包括的
な服薬支援を提供することで，薬物療法のトータルマネジメントに貢献していると考える。
キーワーズ：外来結核，地域DOTS，DOTS手帳，薬剤師外来，患者アンケート



47

当院における新型コロナ感染症流行下における
外国出生結核患者の動向　　　　　　　　　　

奥村　昌夫　　児玉　達哉　　上杉夫彌子　　大澤　武司
吉山　　崇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

は じ め に

　2022年に日本で結核と診断され登録された患者数は
10,235人で年々減少傾向にあり，人口10万対罹患率は
8.2で，2021年にはじめて結核低蔓延国となった状況が
続いている1)。新登録結核患者のうち，外国出生者は
1,214人で，前年の1,313人より99人の減少であった。し
かし外国出生者の割合は11.9%と前年の11.4%と比較し
て増加がみられた。新登録結核患者全体の年齢の平均は，
70.1歳（男性70.0歳，女性70.1歳）で，65歳以上が70.2 
%を占め，男女ともに85～89歳が最も多かった。一方
で20歳代に小さなピークがみられたが，これは外国出
生患者の影響であった。
　既に低蔓延状況を達成した欧米の先進諸国では，新登
録患者に占める外国出生者の割合が高く，豪州では2010
年に既に90%を超える2)など，結核対策は移民政策にお
ける重要な課題と考えられている。2021年に低蔓延状

況を達成した日本でも同様と思われる。一方で2019年
末期に始まった新型コロナ感染症の蔓延は，多くの疾患
に影響を及ぼしたが，結核も例外ではない。日本でも多
くの外国人の入国が制限されたことにより，外国出生結
核患者の動向にも影響を及ぼしていると思われる。
　以上より，新型コロナ感染症流行の影響により入国制
限がかかり，結核患者全体における外国出生結核患者の
占める比率が大きく減少したのではないかと推測され
る。一方で低蔓延状況を達成したことにより欧米の先進
諸国と同様，日本においてもさらに外国出生結核患者が
新登録患者の大きな比率を占めているかもしれない。今
回われわれは新型コロナ感染症流行により，当院の結核
患者全体における外国出生結核患者の動向について調査
を行った。

方　　　法

　当院における新型コロナ感染症流行に伴う入国制限に
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公益財団法人結核予防会複十字病院呼吸器センター 連絡先 ： 奥村昌夫，公益財団法人結核予防会複十字病院呼吸器
センター，〒204-8522 東京都清瀬市松山3-1-24
 （E-mail: okumuram@fukujuji.org）
 （Received 6 Nov. 2023/Accepted 5 Jan. 2024）

要旨：〔目的と方法〕新型コロナ感染症流行に伴う外国出生結核患者の動向を調査するために，当院
における外国出生結核患者の動向を流行前，流行後と比較検討した。〔結果〕2018年から2022年にか
けて調査を行い，毎年全入院患者の10～12%が外国人結核で，感染症流行前と比較して比率に大き
な変化はみられなかった。年齢の中央値は30歳であった。新型コロナ感染症流行前は中国出身者が
多かったが，流行後はフィリピン，ベトナム出身者が増加傾向となった。流行前は入国後 1年以内に
診断される患者が多かったが，流行後は入国後 3年以上経過している患者が多かった。外国出生結核
患者全体の約20%が多剤耐性結核であり，初回治療例が多かった。入院期間中多くの患者が菌の陰
性化を確認し退院可能となったが，コミュニケーションが困難な場合もあり，治療中断，帰国する患
者もみられた。〔結論〕新型コロナ感染症流行前と比較して，流行後は入国制限に伴い入国から診断
までの期間が長かった。患者は若年で治療アドヒアランスは良好であったが，薬剤耐性結核もみられ
治療継続が困難な場合もあった。
キーワーズ：外国出生結核，新型コロナ感染症，多剤耐性結核
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抗酸菌症専門外来
─ 呼吸器内科専門医師からの肺MAC症治療関連紹介例の検討 ─

中村祐太郎　　藤阪　由佳　　金井　美穂　　大場　久乃
藤田　　薫　　岩泉江里子　　永福　　建　　伊藤　靖弘
大嶋　智子　　白井　正浩　　　　　　　　　　　　　　

は じ め に

　本邦では肺結核症患者が減少する一方，肺非結核性抗
酸菌（Non-tuberculous mycobacteria: NTM）症は明らかに
増加傾向である。さらに肺NTM症は呼吸器内科を専門
とする医師であっても，診断および治療に苦慮する症例
が多い。こうした現状を鑑みて当院では2013年に県内
初の抗酸菌専門外来を開設した。今回われわれは，総合
病院に勤務する呼吸器内科を専門とする医師からの紹介
症例の実態を通して，肺NTM症，中でも最も頻度の高
い肺MAC症の治療における課題を明らかにすることを
目的に，紹介前の経緯および使用薬剤を中心に調査検討
を行ったので報告する。

対象と方法

　対象：2013年 1月～2023年 4月の間にNTM，あるい
はNTM疑いで紹介となった症例の中で，総合病院勤務

の呼吸器内科医からの肺MAC症の治療目的での紹介症
例を対象とした。
　方法：紹介までの期間，契機，治療内容を中心に患者
の背景を調査した。紹介前の情報は主として診療情報提
供書（紹介状）より収集し，紹介後の情報は当院の電子
カルテにより収集した。

結　　　果

　NTMまたはNTM疑いの紹介例401例中，病院勤務の呼
吸器内科医以外から，または療養目的の343例，および
病院勤務の呼吸器内科医からの診断目的の18例，肺MAC

症以外の菌種の治療目的（M. abscessus）4例を除外した
36例（12施設より）が対象となった。平均年齢は69歳，
女性34例，男性 2例であり，胸部CT画像上36例中21例
（58%）で空洞形成を認めた。菌種はM. avium 29例，M. 
intracellulare 9例，M. aviumおよびM. intracellulare 2例，
MACまでの同定が 1例であった。紹介前にCAM耐性菌
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独立行政法人国立病院機構天竜病院呼吸器・アレルギー科 連絡先 ： 中村祐太郎，独立行政法人国立病院機構天竜病院呼吸
器・アレルギー科，〒434-8511 静岡県浜松市浜北区於呂4201-2
 （E-mail: nakamura.yutaro.je@mail.hosp.go.jp）
 （Received 7 Dec. 2023/Accepted 19 Dec. 2023）

要旨：〔目的〕当院の抗酸菌専門外来において，総合病院に勤務する呼吸器内科を専門とする医師か
らの非結核性抗酸菌（NTM）に関連する紹介例を通して，肺MAC症治療の課題を明らかにする。〔対
象と方法〕2013年 1月～2023年 4月の間に病院勤務の呼吸器内科医から肺MAC症の治療関連の紹介
例を対象に紹介契機および治療内容を中心に検討した。〔結果〕対象は36例で平均年齢69歳，94%が
女性で，診断から紹介まで平均 6年であったが，6年以内および 9年以上の明らかな二峰性となって
いた。また31%が患者側からの紹介希望であった。紹介元施設ではほとんどの症例で標準治療がな
されていたが，薬剤副作用歴が半数以上で認められ原因薬剤は ethambutolが最も多かった。標準治療
薬以外では経口ニューキノロン製剤が約50%の症例で使用されていた。〔結論〕呼吸器内科専門医師
からの治療関連の紹介例は約 3割が患者側の希望で，薬剤副作用歴が多く，標準治療薬以外の薬剤で
は経口ニューキノロン製剤が多く使用されていた。
キーワーズ：非結核性抗酸菌症，肺MAC症，紹介，呼吸器内科医
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アミカシン硫酸塩吸入用製剤による皮疹の既往
があり，減感作療法により再投与が可能になった
肺Mycobacterium avium complex症の 1例

1佐川　　偲　　1萩原　恵里　　2今井　智子　　1山田千枝里
1村岡　達哉　　1渡邊　真之　　1池田　　慧　　1奥田　　良
1小倉　髙志　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

緒　　　言

　マクロライド系抗菌薬は肺Mycobacterium avium complex

（MAC）症における化学療法において中心となる薬剤で
ある。マクロライド耐性の肺MAC症は予後不良である
とされ，アミノグリコシド薬剤や手術なども治療の選択
肢となるものの，治療に難渋することが多い1)。以前に
われわれはカナマイシン（KM）の皮疹の既往があり，ア
ミカシン硫酸塩吸入用製剤（ALIS）を投与し，同様の
皮疹を呈した症例を報告したが 2)，その患者に対して
ALISの減感作療法を施行し，再投与が可能になった事
例を経験したため，報告する。

症　　　例

　症　例：61歳，女性。

　主　訴：喀痰，咳嗽。
　既往歴：30歳時に虫垂炎で手術歴あり。
　生活歴：飲酒習慣なし，喫煙歴なし，介護職。
　現病歴：喀痰を主訴に2008年に近医を受診し，喀痰抗
酸菌検査の培養より複数回Mycobacterium aviumが検出
され，肺MAC症の診断となった。当初クラリスロマイ
シン（CAM），リファンピシン（RFP），エタンブトール
（EB）の 3剤で加療が開始されたが，肝機能障害があり，
CAM 200 mg/日単剤で加療されていた。2015年 8月よ
り胸部X線写真で陰影が悪化したため，同年10月より
EBやRFPが追加されるも倦怠感により中止となり，再び
CAM単剤に変更となっていた。同年11月に当院へ紹介
受診となり，喀痰塗抹検査ではガフキー 5号，培養検査
ではM. aviumが検出された。CAM耐性（MIC 64μμg/mL）
と判明したが，同年12月よりEB 750 mg/日，RFP 450 mg/
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神奈川県立循環器呼吸器病センター 1呼吸器内科，2薬剤部 連絡先 ： 佐川　偲，神奈川県立循環器呼吸器病センター呼吸器
内科，〒236-0051 神奈川県横浜市金沢区富岡東6-16-1
 （E-mail: sagawa.8z30n@kanagawa-pho.jp）
 （Received 31 Oct. 2023/Accepted 11 Dec. 2023）

要旨：アミカシン硫酸塩吸入用製剤（amikacin liposome inhalation suspension: ALIS）による皮疹に対し，
本邦で初めてALISの減感作療法を行い，再投与可能になった肺Mycobacterium avium complex（MAC）
症の症例を経験したので報告する。患者は61歳女性，マクロライド耐性があり，標準治療に加えカ
ナマイシンの筋注を行うも全身性の皮疹を認め，中止となった。中葉舌区切除術を行うも排菌は持続
しており，患者の強い希望によりALISの導入を行ったが，カナマイシンと同様の皮疹を認め，投与中
止となった。患者のALIS継続希望があったため，入院下でALISの減感作療法を開始した。抗アレル
ギー薬を併用しつつ，少量からALISを開始し，増量中に下腹部に限局性の皮疹を認めたが，ステロイ
ド外用薬やH1受容体拮抗薬の追加により皮疹は消退した。ALISを通常用量まで増量したが皮疹の
再燃はなく，退院後もALISを継続できた。マクロライド耐性の肺MAC症の場合，治療に難渋するこ
とが多いが，ALISによるアレルギーの既往があっても減感作療法により再投与が可能となる場合が
あり，今後の治療の選択肢の一つと考えられる。
キーワーズ：クラリスロマイシン耐性，MAC，ALIS，減感作療法
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アミカシンリポソーム吸入用懸濁液による薬剤性肺障害
をきたした肺Mycobacterium avium complex症の 1例　　

1石戸谷美奈　　1當麻　景章　　2糸賀　正道　　3白鳥　俊博
1田中　佑典　　1中鉢　　敬　　1小田切　遥　　1布村　恭仁
1田坂　定智　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

緒　　　言

　アミカシンリポソーム吸入用懸濁液（amikacin liposome 

inhalation suspension: ALIS）は2021年に難治性肺Myco- 
bacterium avium complex （MAC）症に対して適用承認さ
れたが，有害事象として過敏性肺炎が報告されている。
今回，ALIS導入 7カ月後に肺野陰影が出現し，気管支
鏡検査所見などからALISによる薬剤性肺障害と診断し
た1例を経験した。気管支鏡検査が実施された報告は限
られており，文献的考察を加えて報告する。

症　　　例

　症　例：72歳，女性。
　主　訴：全身倦怠感，体重減少。
　既往歴：62歳，子宮体癌に対して手術施行。
　合併症：Sjögren症候群，排尿障害（術後合併症）。
　生活歴：喫煙歴はなし。職業は会社経営で粉塵曝露は

なし。海外渡航やペット飼育歴はなし。
　家族歴：特記事項なし。
　現病歴：X－33年に気管支拡張症と診断され，近医に
通院していた。X－9年に喀痰検査でMycobacterium avium

が繰り返し検出され，症状や画像所見の悪化も認めたた
め当科紹介となった。経過中に乾燥症状，高γγグロブリ
ン血症，尿細管性アシドーシスを認めてSjögren症候群の
診断が得られている。なお，気管支拡張に関しては肺MAC

症によるものか，Sjögren症候群によるものかの判別は困
難だが，明らかな間質性肺炎は認めなかった。肺MAC

症に対してはX－8年 6月よりリファンピシン（rifampicin: 

RFP）450 mg，エタンブトール（ethambutol: EB）750 mg，
クラリスロマイシン（clarithromycin: CAM）800 mgによ
る化学療法を開始した。治療開始 4カ月目で喀痰培養陰
性化が得られたが，1年 4カ月目でEBによる視力障害
が出現したため治療を中止した。その後，3カ月（X－6
年 2月）で再燃したが，EBが視力障害で使用できない
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弘前大学医学部附属病院 1呼吸器内科・感染症科，2感染制御セ
ンター，3高度救命救急センター

連絡先 ： 石戸谷美奈，弘前大学医学部附属病院呼吸器内科・感
染症科，〒036-8562 青森県弘前市在府町5
 （E-mail: m12241amn@gmail.com）
 （Received 14 Dec. 2023/Accepted 19 Dec. 2023）

要旨：症例は72歳，女性。X－33年より気管支拡張症を指摘され，X－9年に肺Mycobacterium avium 

complex（MAC）症の診断となった。治療目的に当科紹介となり，リファンピシン，エタンブトール，
クラリスロマイシンによる化学療法が開始された。一旦喀痰培養陰性化が得られたが，有害事象によ
る治療中止後に排菌が再開した。X－1年 9月にリファブチン，クラリスロマイシン，シタフロキサ
シンおよびアミカシンリポソーム吸入用懸濁液（ALIS）を開始し，同年11月には喀痰培養陰性化が
得られた。X年 2月より呼吸器症状の悪化はないものの，倦怠感，体重減少が出現し，X年 4月のCT

では肺野に小葉中心性粒状影を対称性，広範に認めた。気管支鏡検体からMACは検出されず，気管
支肺胞洗浄ではリンパ球，好中球分画の上昇，経気管支肺生検で気道への慢性炎症細胞浸潤を認めた。
ALISの中止により，症状，画像所見の改善が得られ，ALISによる薬剤性肺障害と診断した。気管支
鏡検査が実施されている症例は限られており，本病態を把握するうえで重要な症例と思われ，報告する。
キーワーズ：アミカシンリポソーム吸入用懸濁液，薬剤性肺障害，肺MAC症
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早期からの集学的治療により喀痰培養陰性化を得た
線維空洞型肺M. avium症の 1例　　　　　　　　　

遠藤　卓人　　藤野　直也　　今野　周一　　竹田　俊一
小野　祥直　　佐野　寛仁　　伊藤　辰徳　　山田　充啓
杉浦　久敏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

緒　　　言

　肺非結核性抗酸菌症（NTM: non-tuberculous mycobac- 

teriosis）は結節・気管支拡張型と線維空洞型に大別され
る。線維空洞型の場合，化学療法単独では病勢コントロー
ルに難渋する場合が多く，必要に応じ外科治療を併用す
るように推奨されている1) 2)。しかし，外科治療を実施す
べき明確なタイミングは示されておらず，大半は主治医
の臨床経験に基づいて判断される。今回，線維空洞型肺
M. avium症に対し早期に外科治療を実施したことで，喀
痰培養陰性化を達成した 1例を経験したので，文献的考
察と共に報告する。

症　　　例

　患　者：61歳，女性。
　主　訴：湿性咳嗽。
　既往歴：45歳本態性高血圧症。
　喫煙歴：現喫煙 5本/日（20歳～）。

　社会生活歴：スーパーの販売員。ガーデニング等の趣
味はない。
　家族歴：特記事項なし。
　現病歴：X－1年，湿性咳嗽を主訴に近医を受診し，胸
部異常陰影を指摘されたが精査希望なく経過観察されて
いた。X年10月，病変の拡大を認めたため当科に紹介さ
れた。
　現　症：身長154 cm，体重46 kg，BMI 19.4 kg/m2。体
温36.5℃，血圧125/76 mmHg，脈拍78/分 整，SpO2 97%
（室内気）。理学所見で明らかな異常はない。
　検査所見（Table 1）：喀痰抗酸菌検査では塗抹陽性，
M. aviumが培養で 3度同定され，クラリスロマイシン
（clarithromycin: CAM），アミカシン（amikacin: AMK）に
感性である。抗MAC抗体は10 U/mL以上，赤血球沈降
速度は66 mm/時と亢進しているが，その他の感染症検
査，免疫学的検査，腫瘍マーカーでは有意な異常を認め
ない。呼吸器機能検査では拘束性換気障害を認める。
　画像所見：胸部X線写真では右中下肺野に多発小結節
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東北大学大学院医学系研究科内科病態学講座呼吸器内科学分野 連絡先 ： 遠藤卓人，東北大学大学院医学系研究科内科病態学講座
呼吸器内科学分野，〒980-8574 宮城県仙台市青葉区星陵町
1-1　医学部 3号館10階呼吸器内科医局
 （E-mail: takuto-endo@rm.med.tohoku.ac.jp）
 （Received 15 Nov. 2023/Accepted 26 Jan. 2024）

要旨：症例は61歳女性。湿性咳嗽を主訴に近医を受診し，胸部異常陰影を指摘されたため紹介された。
喀痰抗酸菌検査では蛍光染色法陽性，Mycobacterium aviumが培養同定され，CAM，AMKに感性だっ
た。胸部CTでは，右中下葉に小葉中心性粒状病変および多発する空洞病変を認めた。精査の結果，肺
空洞病変をきたす他の疾患は否定され，線維空洞型肺M. avium症と診断した。当初より化学療法のみ
での喀痰培養陰性化は困難と判断し，A病院呼吸器外科に相談のうえ，CAM，STFX，RFP，AMKによ
る術前化学療法を実施後，右中下葉切除術を施行した。術後より喀痰培養は陰性化した。術後 2年間
CAM，STFX，RFPを投与し，現在まで再発なく経過している。線維空洞型肺M. avium症における喀
痰培養陰性化の達成には，診断後早期から外科治療を検討すべきである。
キーワーズ：肺MAC症，肺NTM症，Mycobacterium avium，線維空洞型肺M. avium症，化学療法，外
科治療
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質量分析法で同定し，多剤併用療法が奏効している
肺Mycobacterium abscessus症の 1例

塩谷梨沙子　　徐　　東傑　　川口　陽史　　千葉　茂樹
清水川　稔　　三木　　誠　　　　　　　　　　　　　　

緒　　　言

　肺M. abscessus species症は日本で近年急増しており，非
結核性抗酸菌症の中でも最も難治とされるため対策が急
がれる。近年導入されたマトリックス支援レーザー脱離
イオン化質量分析計（MALDI-TOF MS）により多くの菌
種を高精度に同定することが可能となった。亜種の鑑別
は迅速発育菌用薬剤感受性試験を用いて行うことができ
る。ATS/ERS/ESCMID/IDSAガイドライン20201)を基に
成人肺非結核性抗酸菌症化学療法に関する見解が改定さ
れており2)，肺M. abscessus species症についても診断・治
療の指針が新しくなっているため参考にした。今回，菌
種同定や薬剤選択に苦慮したが，多剤併用療法が奏効し
ている肺M. abscessus症の 1例を報告する。

症　　　例

　症　例：80歳，女性。
　主　訴：咳嗽。
　既往歴：48歳，子宮摘出術。50歳代，高血圧，発作性

心房細動，慢性胃炎，不安神経症。75歳，甲状腺腫。
　生活歴：喫煙歴や飲酒歴はない。専業主婦。家庭菜園
にてキュウリを栽培。6人暮らしで抗酸菌症既往のある
者はいない。
　現病歴：X年 5月，他科通院中に胸部X線写真で両側
異常陰影を指摘され，当科紹介となった。以前から咳
嗽，喀痰がみられ，増悪していた。
　初診時現症：身長 147.0 cm。体重 47.0 kg。BMI 21.8 
kg/m2。意識清明。体温36.2℃。血圧101/65 mmHg。脈
拍77 bpm。呼吸数12回/分。SpO2 98%（室内気）。呼吸
音，心音は正常。その他異常所見はない。
　検査所見：血液検査（表 1）では軽度CRP上昇を認め
るのみであった。胸部X線および胸部CT（図 1）では
右肺優位の上葉・中葉・下葉にそれぞれ気管支拡張，微
小結節，不整形陰影を認めた。
　喀痰抗酸菌検査では塗抹ガフキー 2号，MAC・結核
菌PCR（－），培養（＋）であった。培養株検体でDNA-

DNAハイブリダイゼーション法（DDH）を施行したが
Ⅳ群（迅速発育菌）と推定されるものの菌種を同定でき
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仙台赤十字病院呼吸器内科 連絡先 ： 塩谷梨沙子，仙台赤十字病院呼吸器内科，〒982-8501
宮城県仙台市太白区八木山本町2-43-3
 （E-mail: soumu@sendai.jrc.or.jp）
 （Received 26 Nov. 2023/Accepted 26 Jan. 2024）

要旨：症例は80歳女性。胸部異常陰影を指摘され当科紹介となった。CTでは気管支拡張，多発結節
影を認めた。喀痰塗抹はガフキー 2号で，抗酸菌培養株検体のDNA-DNAハイブリダイゼーション法
では菌種を同定できず，質量分析法（MALDI-TOF MS）によりM. abscessusを 2回同定した。ブロス
ミックRGM®による薬剤感受性試験でCAM耐性誘導のある亜種，M. abscessus subsp. abscessusと判定
した。入院して IPM/CS，AMK，STFX，LZD，CAMで治療を開始した。副作用が出現し IPM/CSは中
止した。維持期はAMKを週 2回点滴に切り替えてその他薬剤を継続し，画像所見の改善，喀痰培養
陰性化がみられた。マクロライド耐性のM. abscessus species症は薬剤の選択も含め治療が困難なこと
が多いが，感受性検査も含めた的確な亜種同定と適切な強化・維持療法の実施が予後を改善する可能
性がある。
キーワーズ：Mycobacterium abscessus，MALDI-TOF MS，マクロライド誘導耐性，亜種，治療
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再発性多発軟骨炎の治療中に発症した 　　　
Mycobacterium chelonaeによる血流感染の 1例

宇井　雅博　　柴田　　怜　　菊地　利明

緒　　　言

　Mycobacterium chelonaeは迅速発育抗酸菌である。皮
膚軟部組織感染症が多いが，免疫抑制状態の患者には播
種性感染症を発症しうる環境常在菌である。皮膚軟部組
織感染症の報告は多数ある一方，血流感染の報告は少な
く，死亡率も高い感染症である。今回，再発性多発軟骨
炎（Relapsing polychondritis: RPC）に対して複数の免疫
抑制薬での治療中にM. chelonaeによる皮膚感染，骨髄
炎，血流感染，化膿性左膝関節炎を発症した 1例を経験
した。抗菌化学療法にて指趾温存および救命できた症例
であり，貴重な症例と考える。過去の血流感染，感受性
の報告も含め，報告する。

症　　　例

　患　者：64歳，男性。
　主　訴：鼻中隔穿孔，多関節痛，皮疹。

　現病歴：X－7年に耳介軟骨炎，強膜炎，皮疹，関節
痛などの精査にて，RPCと診断された。プレドニゾロン
（prednisolone: PSL），メトトレキサート（methotrexate: 

MTX）での治療が開始された。X－4年には強膜炎が再
燃し，PSLとMTXを一時的に増量して治療され，その後
PSLは漸減していった。ただ，その後も疾患活動性が高
い状態が続き，X－3年にはアダリムマブが導入された。
X－2年にはアダリムマブを中止され，トシリズマブが
開始されたが，依然として疾患活動性は高い状態が続い
ていた。X年 2月に鼻中隔穿孔，皮疹の増悪を認め，原
疾患であるRPCの増悪としてPSL 6 mg/日→10 mg/日に
増量された。X年 3月，RPCの治療強化目的に当院に入
院した。
　既往歴：甲状腺機能亢進症，糖尿病，高尿酸血症，両
側緑内障術後，両側白内障術後。
　内服薬：PSL 5 mg 2錠/日，MTX 6 mg週 1回，トシリ
ズマブ162 mg週 1回，ST合剤 週 2錠，テネリグリプチ
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新潟大学医歯学総合病院 呼吸器・感染症内科 連絡先 ： 宇井雅博，新潟大学大学院医歯学総合研究科 呼吸器・
感染症内科学分野，〒951-8510 新潟県新潟市中央区旭町通一
番町757（E-mail: masahiroui0721@gmail.com）
 （Received 14 Dec. 2023/Accepted 31 Jan. 2024）

要旨：症例は，X－7年から再発性多発軟骨炎に対して，プレドニゾロン（PSL），メトトレキサート，
トシリズマブで加療されていた64歳男性。X年 2月に鼻中隔穿孔，皮疹の増悪を認め，PSL増量の後，
X年 3月，当院に入院。PSLをさらに増量し加療されたが，その後，発熱，左足趾潰瘍，左膝関節炎を
認め，左足MRIでは骨髄炎の合併を認めた。血液培養，左足趾擦過培養，左膝関節穿刺培養から
Mycobacterium chelonaeが発育。免疫抑制薬の投与を背景に，M. chelonaeによる皮膚感染を侵入門戸
とした骨髄炎，血流感染，敗血症性化膿性左膝関節炎と診断，複数の抗菌薬で加療を開始した。重症
薬疹を発症し薬剤を変更するも，最終的には抗菌薬 2剤での治療で軽快し，その後，再燃は認めてい
ない。M. chelonaeは迅速発育抗酸菌，環境常在菌である。確立した治療法はなく，過去の報告，感
受性を参考に，複数の抗菌薬での治療が推奨される。皮膚軟部組織感染症の報告は多数認める一方
で，血流感染の報告は少なく死亡率も高い。本症例は抗菌化学療法で指趾温存および救命できた重要
な症例と思われ報告する。
キーワーズ：非結核性抗酸菌症（NTM症），迅速発育抗酸菌（RGM），Mycobacterium chelonae，骨髄炎，
血流感染症，関節炎
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抗酸菌に対するマクロファージ殺菌能を担う
各種抗菌エフェクター分子　　　　　　　　

─ ATPの抗菌作用との関連から ─

1多田納　豊　　2冨岡　治明

は じ め に

　多剤耐性結核とHIV感染者での難治性結核の増加が結
核治療をますます困難なものにしているが，治療期間の
短縮と多剤耐性結核への対応に欠かせない新規抗結核
薬，特に休眠型の結核菌に有効な薬剤の開発は十分なレ
ベルでは進んでいない。もちろん，この約20年をかけ
ての開発研究が実を結び，新規リファマイシン系のリフ
ァブチン，ニトロイミダゾール系のニトロイミダゾオキ
サゾールール（デラマニド），ニトロイミダゾピラン
（PA-824），ディアリルキノリン（ベダキリン）が米国
FDAにより認可され，本邦でもリファブチンが一次抗結
核薬，デラマニドやベダキリンが多剤耐性結核治療薬と
して市販されている。しかしながら，未だに，こうした
新薬の種類は少なく，その多くは結核治療の一次選択薬
ではなく臨床面での用途が限定されており，現時点では
未だに，より強力な抗結核薬の開発が希求されているこ

とに変わりはない。
　さらに，いろいろなタイプの免疫賦活剤（Host-Directed 

Therapeutics: HDT）の開発研究も進められているが，生
薬を含めて，その抗酸菌治療における有用性は満足のい
くものではないし，アポトーシス誘導剤などでは副作用
や薬剤が高価であることなどの問題があって，結核や
Mycobacterium avium-intracellulare complex（MAC）感染
症の治療に積極的に適応されるような現状にはないよう
である1) 2)。先に行った検討で，著者らは adenosine 5'- 
triphosphate（ATP）が結核菌やMACなどの抗酸菌を含
む各種の細菌に対して抗菌作用を示すことを見出した 3) 4)。 
そこで，本稿では比較的安価で副作用もほとんど無いと
思われるATPの in vitro抗菌作用について，その抗菌ス
ペクトラムや抗菌作用のメカニズムについて考察した
い。また抗酸菌症治療におけるATP投与の可能性にも
言及したい。
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要旨：我が国の結核の治療レジメンとして，リファブチンが一次抗結核薬として使用可能であるが，そ
の他の新薬ではデラマニドとベダキリンが多剤耐性結核の治療に用途を限定して使用されているにす
ぎず，未だにより強力な新薬の開発が希求されている実情にある。他方，抗酸菌感染症の治療に補助
療法を導入しようとする研究も行われており，いろいろなhost-directed therapeuticsの開発が進められ
ているが，薬効，副作用，薬価の観点からは，特に有望な薬剤の開発には至っていない。比較的安価
で副作用の少ない生薬にも照準が当てられているが，in vitro実験やマウスでの感染治療実験ではある
程度の薬効を示すものが散見されるが，臨床面で満足のいくような成績は得られていない。本稿では，
マクロファージをはじめとする宿主貪食細胞内での殺菌・静菌作用の発現機構についての最新の知見
を紹介するとともに，抗酸菌などの各種病原細菌に対して直接的な抗菌作用を発揮する adenosine 5'- 
triphosphate（ATP）の宿主感染防御システムとの関わりについて，抗結核薬としての有用性も念頭に
考察した。
キーワーズ：抗酸菌，マクロファージ，抗菌エフェクター分子，ATP，宿主感染防御




